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はじめに

　2023年２月、長年、本センターが研究活動の各に位置づけてきた『永青文庫叢書　細川家文
書』（吉川弘文館）が、『災害史料編』の刊行をもって完結に至った。この場をかりてその経緯
を記しておきたい。
　2009年に文学部附属の研究組織として設置された本センターは、2010年に『永青文庫叢書 
細川家文書 中世編』を刊行し、室町期和泉守護細川家の伝来文書群や織田信長の細川藤孝・
明智光秀宛文書群等260点を図版入で公開して、本叢書シリーズの先鞭をつけた。その後、
2011年から2014年まで、『絵図・地図・指図編Ⅰ』、『近世初期編』、『絵図・地図・指図編Ⅱ』、

『故実・武芸編』と、連年の刊行を実現した。
　本センターは歴史学（社会史、政治史、経済史）、建築史学、国文学、美術史学をそれぞれ
専門とするスタッフを糾合して設置された。上記の５冊は、設置以来取り組んだ永青文庫資料
総目録の作成事業と並行し、各分野の調査成果に基づいて編纂されたものであった。まさに怒
涛の５年間であって、さまざまな不備も目立つ５冊ではあるが、『中世編』では熊日出版文化
賞を受賞し、永青文庫の中世文書群の国重要文化財への一括指定に道をひらくなど、幸いなこ
とに一定の評価を得たと思われる。
　次いで2017年、本センターは文学部のもとを離れ、学内共同教育研究施設となって機能強化
するとともに、文献史学分野に特化した『永青文庫叢書』第２期の５冊を2019年から2023にか
けて連年刊行することになった。『熊本藩役職編』、『島原・天草一揆編』、『地域行政編』、『意
見書編』、『災害史料編』がそれである。熊本藩を中心に、近世初期から幕末期に至るまでの藩
政の構造的特質とその変化、戦乱や災害・飢饉・疫病への対応を通じて形成されてくる「公共
的」と称することも許されるような統治のあり方について、百姓・庄屋層から藩政トップまで
を作成主体とする多くの史料を提示することができた。
　個人的には、上記の10冊の刊行によって、図版・翻刻文・解説を本格的な装幀でパッケージ
するという本叢書のスタイルによる出版は、「やり切った」、という感を禁じ得ない。10冊全体
の評価を学界諸賢に委ねるとともに、資料公開にかかる新時代のテーマに取り組むための歩み
を止めずに、進んでいきたいと思う。
　本年報には、2022年度の活動記録とともに、研究成果の記者発表の内容やセンター教員の講
演レジュメも収録している。日ごろの活動の一端を感じ取っていただければ幸甚である。
　本センターは、今後ともスタッフ一同の協力のもとで、研究・社会貢献事業を発展させてい
く所存である。引き続き、関係各位のご指導・ご鞭撻をお願いしたい。

2023年3月１日

熊本大学永青文庫研究センター長
稲　葉　継　陽

eisei_14-P01 はじめに.indd   1 2023/04/11   10:48:58



― 3 ―

目　　　次

は じ め に　��������������������������������1

1．年間活動記録�����������������������������４

2．年間活動報告�����������������������������11
　　　⑴ 組織運営� ����������������������������11
　　　⑵ 研究活動� ����������������������������11
　　　⑶ 展覧会・講演会・社会貢献等� �������������������14
　　　⑷ センターの運営資金� �����������������������16

3．個人年間活動�����������������������������17

4．記者発表要旨�����������������������������23
　　　⑴ 青年期の北里柴三郎に関する重要史料を発見� ������������24
　　　⑵ 宮本武蔵晩年の人物像を示す新史料４点を発見� �����������29

5．講演要旨�������������������������������36
　　　⑴ 稲葉継陽「細川光尚とその時代」�������������������37
　　　⑵ 今村直樹「熊本藩の地域経済と河川舟運」���������������41

eisei_14-P03 目次.indd   3 2023/03/22   9:28:26



― 4 ―

1．年間活動記録

日　付 活　　動　　内　　容 担当・打合せ先等
2022年４月７日 東京・仙台出張 稲葉

４月13日 菊陽町教育委員会田中氏来訪 今村

４月21日 読売新聞池田記者来訪・取材 稲葉

４月23日 高森町史編集会議（高森町） 稲葉・今村

４月25日 南阿蘇正教寺門徒会にて講演 稲葉・後藤

４月26日 凸版印刷と会議（オンライン） 稲葉

九州国立博物館出張（修復文書状況確認） 今村・藤井（宰匠）

５月６日 熊本県文化財保護協会役員会 稲葉

５月７～10日 高知県出張（高知県史近世部会、四万十市
史料調査）

今村

５月１４～１５日 放送大学面接授業 今村

５月１８日 熊本学園大学付属中学校長田氏・中学生来
訪

今村

５月１９日 菊池氏関連遺跡委員会 稲葉

慶應義塾大学大学院外部講師（オンライン） 今村

５月２０日 熊本県文化課帆足氏来訪 今村

５月２３～２７日 松井家文書目録作成調査 参加人数：８人

５月２７日 オンライン記者発表「青年期の北里柴三郎
に関する重要史料の発見」

今村・広報戦略室

５月２９日 八代市坂本町被災史料整理 今村・三澤

５月３０日 古閑家文書返却 今村・深瀬（熊本県立図書館）

５月３１日 熊本日日新聞浪床記者、鬼束記者取材来訪 稲葉

６月２日 テレビ熊本庄野氏来訪・取材 今村

６月６日 熊本博物館所蔵史料調査 今村

高森町史打合せ 今村

６月７日 菊陽町史跡見学 今村・田中（菊陽町）

６月９日 人吉城専門委員会 稲葉

６月１０日 鶴嶋俊彦氏来訪 稲葉

熊本県立美術館宮川氏来訪 今村

６月１６日 第１回永青文庫研究センター運営委員会 稲葉・今村

６月１７～１９日 第４４回文化財保存修復学会大会 稲葉・今村

６月２０～２４日 松井家文書目録作成調査 参加人数：８人

６月２２日 URA 福田氏広報打合せ 稲葉

６月２３日 永青文庫橋本氏打合せ（オンライン） 稲葉・後藤
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日　付 活　　動　　内　　容 担当・打合せ先等
読売新聞白石記者取材 今村

６月２４日 東京メトロポリタンテレビジョン取材（オ
ンライン）

今村・熊谷（東京 MX）

熊本日日新聞鬼束記者来訪・取材 稲葉・後藤

６月２９日 菊陽町文化財保護委員会 今村

熊本市歴史文書資料室調査 今村

６月３０日 高知県史近世部会（オンライン） 今村

７月１日 古閑家訪問 今村

７月１日 多良木町相良氏関連史跡検討委員会 稲葉

７月７日 E エンターテイメント会議（オンライン） 稲葉

熊本県文化課川上氏来訪・打合せ 稲葉

７月８日 熊本県博物館ネットワークセンター史料調
査

今村

７月１３日 熊本県保険医協会理事会（オンライン） 稲葉

７月１９日 附属図書館時松氏打合せ 稲葉

７月２１日 細川護光氏、学長訪問 稲葉

熊本博物館展覧会打合せ 今村・三澤・木山（熊本市）

７月２２日 熊本日日新聞鬼束記者来訪・取材 今村

７月２５～２９日 松井家文書目録作成調査 参加人数：８人

７月２９日 大分先哲叢書編纂審議会 稲葉

７月３０日 中世武家拠点研究会（オンライン） 稲葉

８月１日 熊本日日新聞鬼束記者来訪・取材 今村

８月１日 熊本県文化課財津氏来訪 今村

８月３日 熊本日日新聞鬼束記者来訪・取材 今村

８月４日 熊本さわやか大学校講演 今村

８月５日 小国町教育委員会所蔵史料調査 今村

オフィスエム松村氏と打合せ 稲葉

８月６日 放送大学公開講演 稲葉

８月８日 URA 福田氏・藤山氏と打合せ 稲葉

８月９日 熊本県文化課川上氏来訪・打合せ 稲葉

８月１０～１２日 東京出張、永青文庫史料調査 稲葉・後藤

８月１３日 大名華族研究会報告（オンライン） 今村

８月１７～１９日 文化庁永青文庫史料調査 稲葉・今村・後藤

８月２２日 宰匠修復文書納品 稲葉・今村

熊本日日新聞鬼束記者来訪・取材 今村

８月２３日 多良木町永井氏来訪、打合せ 稲葉
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日　付 活　　動　　内　　容 担当・打合せ先等
天草さわやか大学校講演 今村

８月２４日 『村と民衆の戦国時代史』編集会議 稲葉

８月２６日 京大岩城氏科研研究会（オンライン） 今村

８月３０日 菊池関連史跡文化庁プレゼン検討会 稲葉

９月１日 熊本日日新聞鬼束記者来訪・取材 今村

９月６日 インタージャム史料返却（附属図書館） 今村

凸版印刷会議（オンライン） 稲葉

９月６～８日 高知県出張（高知県史近世部会） 今村

９月８日 肥後の里山ギャラリー小堀氏来訪 稲葉

９月１０日 科研費研究会 稲葉・今村・三澤・久留島（歴
博）・木越（石川県）・酒井（聖
心）・胡（愛媛大）・定兼（岡山
県）・矢野（島根県）

９月１２～１３日 竹田市納池公園名勝地調査委員会 今村

NHK 番組取材 稲葉

９月１３日 高森町史編集会議（熊本日日新聞社） 稲葉・今村

９月１８日 加賀藩研究ネットワーク・熊本藩研究会合
評会（オンライン）

稲葉・今村・神谷（横浜開港資料
館）・小関（千葉大）・白石（宮内
庁）・高槻（神戸大）

９月２０日 熊本日日新聞鬼束記者来訪・取材 稲葉・後藤

９月２３～２４日 仁木科研研究会 稲葉

９月２６日 記者発表「宮本武蔵晩年の人物像を示す新
史料４点を発見」

稲葉・後藤

中国新聞社取材 稲葉・後藤

９月３０日 高知県史近世部会（オンライン） 今村

小国町教育委員会所蔵史料調査 今村

１０月４日 医学部同窓会遠藤先生来訪 稲葉

赤松秋雄氏・猪飼隆明氏来訪（於附属図書
館）

今村

永青文庫研究センターにて球磨郡絵図史料
の調査

稲葉

１０月７日 URA 福田氏来訪・打合せ 今村

１０月１３日 NHK 番組取材 稲葉・永青文庫林田理事

１０月１４日 吉田司家訪問 稲葉・後藤

１０月１８日 熊本さわやか大学校八代校講演 今村

１０月２０日 熊本県文化課と打合せ 稲葉

NHK 番組撮影（於附属図書館） 稲葉
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日　付 活　　動　　内　　容 担当・打合せ先等
１０月２１日 里山ギャラリー村田氏来訪・打合せ 稲葉

大津町江藤氏来訪 今村

熊本市博物館木山氏来訪・打合せ 今村

１０月２４～２８日 松井家文書目録作成調査 参加者：１５名

１０月２４日 熊本県永青文庫常設振興基金活用委員会 稲葉

１０月２７日 菊池教育委員会西住氏・阿南氏来訪、打合
せ

稲葉

１０月２７～２８日 東京出張、NHK「徳川 JAPAN サミット」
収録

稲葉

１０月２９日 肥後の里山ギャラリー講演 今村

１１月１日 さわやか大学大学院小西氏来訪・打合せ 今村

１１月３日 第３７回熊本大学附属図書館貴重資料展　 来場者：377名

「悲劇の藩主細川光尚」（～５日）

第１６回永青文庫セミナー「細川光尚とその
時代－天草島原一揆・寛永大飢饉・御国返
上－」（於附属図書館１階）

稲葉
参加者：90名

１１月５日 八代市立博物館未来の森ミュージアム講演 稲葉

日本史研究会例会打合せ（オンライン） 今村

１１月７日 NHK 番組取材 稲葉

１１月９日 阿蘇郡市文化財保護委員等研修会講演（小
国町）

今村

１１月１１日 熊本県立美術館宮川氏来訪 稲葉・今村

１１月１２日 八代市立博物館未来の森ミュージアム講演 今村

肥後の里山ギャラリー講演 稲葉

１１月１４日 熊本県文化財保護大会講演 今村

１１月１６～１８日 大分出張、講演（記録史料保存セミナー）・
史料調査

稲葉・後藤

１１月１８～２０日 高知出張（予土歴史文化研究会講演、史料
調査）

今村

１１月２４日 甲佐陣内城跡整備検討委員会 稲葉

１１月２５日 多良木相良氏関連史跡検討委員会 稲葉

１１月２６日 熊本歴史学研究会講演 今村

１１月２７日 保田窪１町内文化祭にて講演 稲葉

１１月２８日 小国町教育委員会出張、展覧会打合せ 今村・高口（小国町）・木山（熊
本博物館）

１１月２８～１２月２日 松井家文書目録作成調査 参加者：１０名

１１月２９日 ギャラリートーク打合せ 稲葉・後藤、キャンパスミュージ
アム推進室
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日　付 活　　動　　内　　容 担当・打合せ先等
１２月１日 キャンパスミュージアム企画ギャラリー

トーク（於五高記念館）
稲葉・後藤

東京大学史料編纂所林氏・村井氏　史料調
査

稲葉

山都町教育委員会西氏・大津山氏来訪 今村

１２月２日 熊本県立美術館収集委員会 今村

熊本日日新聞浪床氏・鬼束氏来訪・取材 稲葉・後藤

熊本市中央区役所総務企画課宮下氏来訪、
打合せ

稲葉

１２月４日 肥後考古学会シンポジウム　コーディネー
ター

稲葉

１２月７日 熊本県文化振興課内田氏らと打合せ 稲葉

１２月８日 さわやか大学大学院打合せ 稲葉

１２月９日 さわやか大学大学院講演 今村

１２月１０～１１日 京都出張（日本史研究会例会コメント）、
津山郷土博物館訪問

今村

１２月１２日 熊日あれんじ林氏来訪・取材 今村

１２月１３日 天草市教育委員会宮崎氏来訪 稲葉

１２月１４日 吉田司家史料視察 稲葉

熊本大学×ニューコ・ワン共同企画「熊本
城と細川家の明治維新」展（～１２月２０日、
於蔦屋書店熊本三年坂）

１２月１５日 第２回永青文庫研究センター運営委員会 稲葉・今村

１２月１６日 県文化振興審議会 稲葉

１２月１７日 「熊本城と細川家の明治維新」展ギャラ
リートーク（於蔦屋書店熊本三年坂）

今村・三澤

１２月２０日 読売新聞白石氏来訪・取材 今村・三澤

１２月２２日 山都町教育委員会『通潤橋総合調査報告
書』編集会議

今村

１２月２２～２３日 天草市棚底城整備検討委員会 稲葉

１２月２７日 玖珠町教育委員会所蔵史料調査 今村

１月１日 「徳川 JAPAN サミット2023」（NHKBS プ
レミアム）放送

１月５日 BS 松竹東急取材（「号外！日本史スクープ
砲」）

稲葉

１月６日 NHK 取材（「英雄たちの選択」） 稲葉

１月１２日 人吉市教育委員会打合せ 稲葉

１月１８日 NHK 収録（「英雄たちの選択」） 稲葉
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日　付 活　　動　　内　　容 担当・打合せ先等
１月１９日 NHK 収録（「英雄たちの選択」） 稲葉

１月１９～２０日 東京出張、出版社打合せ 稲葉

１月２０日 高知県史近世部会（オンライン） 今村

熊本博物館木山氏来訪、史料貸出 今村

１月２０日 熊本近代史研究会例会報告 今村

１月２３～２７日 松井家文書目録作成調査 参加者：１０名

１月２７日 熊本市防災講座講演 稲葉

BS 東急インタビュー撮影 稲葉

１月３１日 小国町教育委員会所蔵史料貸出 今村・高口（小国町）・木山（熊
本博物館）

２月１日 東京出張（永青文庫所蔵史料調査） 今村

KKT 制作部東主任来訪・取材 稲葉

２月２日 長野家所蔵史料貸出 今村

２月３日 熊本県文化財審議会 稲葉

２月６日 熊日あれんじ林記者来訪・取材 稲葉

２月７日 天草市担当者と国史跡棚底城跡整備につい
て打合せ

稲葉

２月８～１０日 文化庁による永青文庫史料調査 稲葉・今村・後藤

２月８日 永青文庫細川護光氏、林田氏史料調査視察 稲葉・今村・後藤

２月１１日 熊本博物館企画展「熊本城と明治維新」
（～３月１９日）

２月１２日 八代市澤井家文書調査 今村

２月１３日 熊本被災史料レスキューネットワーク事務
局会議

稲葉・今村

２月１５日 熊本県文化課打合せ 稲葉

２月１７日 小倉出張、実地調査 稲葉・後藤

２月１８日 企画展解説講座「深堀り！熊本の維新」
（於熊本博物館）

今村・三澤

２月２１日 宇土城跡整備検討委員会 稲葉

東京大学史料編纂所杉本科研打合せ（オン
ライン）

稲葉

２月２３日 シンポジウム「道と川の近世領国地域社
会」準備会

今村・三澤

KKT 制作部東主任と打合せ 稲葉

BS 松竹東急番組制作打合せ（オンライン） 稲葉

２月２８～３月１日 鹿児島出張 稲葉・後藤

３月１日 国際人文社会科学研究センター運営委員会 稲葉・今村
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日　付 活　　動　　内　　容 担当・打合せ先等
３月２日 中世佐敷城調査検討委員会 稲葉

３月４日 シンポジウム「道と川の近世領国地域社
会」

稲葉・今村・三澤・久留島（歴
博）・木越（石川県）・酒井（聖
心）・胡（愛媛大）・定兼（岡山
県）・矢野（島根県）

３月６～７日 永青文庫初期史料群入替作業

３月８日 玉名市立歴史博物館こころピア所蔵史料調
査

今村・竹田（玉名市）

肥後水とみどりの愛護基金理事会 稲葉

３月１3日 熊本日日新聞鬼束氏来訪・取材 稲葉・今村

３月14日 読売新聞北村氏来訪・取材 稲葉・今村

３月１5日 大津町江藤家文書調査 今村

３月１6日 甲佐陣内城跡整備活用委員会 稲葉

３月１７～１９日 高知県出張（高知県史近世部会） 今村

３月１９日 菊池一族研究プロジェクト成果発表会 稲葉

京大岩城氏科研研究会（オンライン） 今村

３月20日 KKT 史料・インタビュー撮影 稲葉・後藤

３月２１～２２日 東京出張（研究打合せ、北里柴三郎記念室
所蔵史料調査）

今村・神谷（横浜開港資料館）・
小関（千葉大）・白石（宮内庁）・
高槻（神戸大）

３月24日 熊本県文化財復興基金配分委員会 稲葉

３月２４～２６日 静岡出張（静岡市歴史博物館訪問、静大戸
部氏科研シンポジウム）

今村

３月２７日 高森町史編集会議（高森町） 稲葉・今村

３月２７～３０日 東京出張、永青文庫理事会出席・史料調査 稲葉

３月２８～３０日 東京出張、永青文庫史料調査 後藤

３月２８～２９日 岡山出張（研究打合せ、津山郷土博物館所
蔵史料調査）

今村

３月３０日 日印朝科研研究会（オンライン） 稲葉・今村

３月３１日 千葉大小関氏科研研究会（オンライン） 今村
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２．年間活動報告

⑴　組織運営

　本年度の運営は、主として専任教員の稲葉継陽教授、今村直樹教授が担い、兼務教員として
三澤純准教授、安高啓明准教授がこれに協力した。また後藤典子特別研究員が研究・社会発信
業務を専任教員と分担し、科学研究費補助金基盤研究（B）（研究代表者・今村）等によって
雇用されている大学院生及び学部学生らも、史料のデータ化等の実務にたずさわった。
　永青文庫研究センター運営委員会を通じての運営は、おおむね円滑に進められた。
　なお、2022年10月24日に熊本県庁で開催された永青文庫常設展示基金活用委員会にて2022年
度の事業計画を報告し、あわせて中間報告を行い、承認された。

⑵　研究活動

１）永青文庫細川家文書の画像データ蓄積と分析
　本年度も例年と同様、永青文庫細川家文書の藩政史料について、新たなデータの蓄積を行っ
た。
　撮影を実施したのは、奉行所における近世前期の合議記録群「奉行所日帳」や、近世中後期
の刑事法制担当部局（刑法方）による年次記録帳簿群「口書」などである。
　撮影された画像データは、熊本大学附属図書館貴重資料展などに活用されるとともに、基礎
研究の一層の推進のための素材として分析が深められる予定である。

２）惣庄屋史料古閑家文書の目録作成・画像蓄積作業と共同研究
　古閑家文書（古閑孝氏所蔵）は、総点数が20,000万点をこえる熊本藩惣庄屋史料の代表的存
在である。2016年４月熊本地震の被災後、熊本被災史料レスキューネットワークにより救出さ
れ、現在は熊本大学で保管されている。2019年度、古閑家文書を主たる分析対象とする研究課
題「『熊本藩関係貴重資料群』の総合的解析による日本近世の意思決定構造の実証的研究」（研
究代表者・今村直樹）が科学研究費補助金基盤研究（B）に採択され、その後の本センターは、
①古閑家文書の総合調査、②同文書の画像蓄積作業、③大庄屋（惣庄屋）・組合村などの近世
地域行政機構に関する比較共同研究を進めている。
　①では、今村と科研費で雇用された大学院社会文化科学教育部及び文学部の学生が古閑家文
書の目録作成に従事し、約2,004点の目録を作成することができた。また、目録調書のデータ
化作業も進め、本年度は約3,055点の調書データの入力を完了した。これらの作業の結果、
5036点分の近世文書の目録データが整うにいたった。古閑家文書の基礎研究に基づく成果は、
後掲する『永青文庫叢書　細川家文書　災害史料編』や熊本博物館企画展「熊本城と明治維
新」などに反映されている。
　②では、昨年度に続き、古閑家歴代当主が作成した日記の画像データ蓄積作業を行うことが
できた。
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　③では、千葉・岡山・島根・愛媛各県などの研究者とともに、近世の地域行政機構に関する
研究会を2022年９月10日に熊本大学文学部で開催した。報告題目は以下の通りである。
　　三澤　純（熊本大学）
　　　往還と舟運による地域運営―近世後期の在町御船を対象として―
　　今村直樹（熊本大学）
　　　近代移行期地域社会史研究の現状と論点
　
３）シンポジウム「道と川の近世領国地域社会」の開催
　２）で述べた科研費基盤研究（B）「『熊本藩関係貴重資料群』の総合的解析による日本近世
の意思決定構造の実証的研究」は、本年度が最終年度にあたる。そこで、古閑家文書の総合調
査および共同研究の成果を総括するシンポジウム「道と川の近世領国地域社会」を、2023年３
月４日に熊本大学くすのき会館で開催した。県内のみならず、関東や関西からも日本近世・近
代史を専門とする研究者が集まり、活発な議論が行われた。詳細は以下の通りである。
　　趣旨文
　　�　日本近世は開発の時代であった。農業基盤整備のために多くの用水路がつくられるとと

もに、産物を域外に移出するために往還や舟運などの交通網整備が進められた。このよう
に近世地域社会にとって道と川（水）は普遍的かつ不可欠な構成要素であったが、近年の
地域社会論における注目度は必ずしも高いとはいえない。本シンポジウムでは、熊本藩地
域行政の要である惣庄屋家に伝来した「古閑家文書」を主な素材として、道と川からみた
近世領国地域社会の特質を、幕領や他藩領との比較を交えて明らかにする。

　　第Ⅰ部　研究報告　13：00－15：20
　　　趣旨説明…今村直樹（熊本大学）
　　　往還と舟運による地域運営…三澤純（熊本大学）
　　　近世後期の河川・用水管理と地域社会…今村直樹（熊本大学）
　　第Ⅱ部　パネルディスカッション　15：40－17：00
　　　コメント…久留島浩（国立歴史民俗博物館）、矢野健太郎（島根県）
　　　司会進行…稲葉継陽（熊本大学）
　　　個別質疑・総合討論

４）熊本大学所蔵松井家文書の目録作成・修復作業
　熊本大学附属図書館には、熊本藩の第一家老であった松井家に伝来した古文書・古記録（松
井家文書）約36,000点が保管されている。本センターは2018年度から、①松井家文書の目録作
成、②修復作業に着手している。
　①の目録作成では、新型コロナウィルスの感染状況が一定の落ち着きをみたため、センター
スタッフのほか学外からの作業従事者も得て、附属図書館で一週間単位の集中調査を６回開催
した（総日数30日、延べ人数59人）。その結果、約1,389点の目録を作成することができた。ま
た、目録調書のデータ化作業も進め、今年度は約400点の調書データの入力を完了した。松井
家文書の基礎研究に基づく成果は、後掲する『永青文庫叢書　細川家文書　地域行政編』やプ
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レスリリース「宮本武蔵晩年の人物像を示す新史料４点を発見」などに反映されている。
　②の修復作業では、昨年度、附属図書館から申請された「熊本大学所蔵『熊本藩関係貴重資
料群』の修復事業」が第３回三菱財団文化財保存修復事業助成対象に選ばれ、学術的価値が高
い松井家文書のうち、保存状態が悪いものの９点の修復を専門業者に依頼していたが、本年度
半ばに作業が無事完了した。
　これらの作業は、来年度も継続して行っていく予定である。

５）『永青文庫叢書　細川家文書　災害史料編』の発刊
　永青文庫叢書は、永青文庫細川家資料からとくに学術的価値が高い古文書・絵図類を図版入
りで紹介するもので、本センターによる研究活動の柱である。本センターは、文学部附属時代
の2010年から2014年にかけて第１期の永青文庫叢書を５冊刊行し、2019年からは第２期（全５
冊）の刊行に着手していた。本書は、第２期かつ永青文庫叢書シリーズ全体を締めくくる最終
巻（10冊目）になる。
　江戸時代は、大雨・洪水・地震・虫害といった自然災害と、それに伴って疫病・飢饉などが
多発した時代でもある。こうした自然災害はどのような周期で発生していたのか。その被害実
態はいかなるものだったのか。また、熊本藩政は地域社会の力に依拠しながら、災害からの復
興をどのように進めたのか。本書には、こうした疑問に答えるべく、近世前期・近世後期の二
部構成のもと、図版編・翻刻編には小倉藩時代の近世初期から幕末期にかけた災害関係史料
121点を、解説編には稲葉継陽「近世前期の災害と藩政」と今村直樹「近世後期史料にみる熊
本藩の災害と社会」という２本の論考を収録した。
　本書には、本センターが発足当初から総合調査を行ってきた永青文庫資料に加えて、近年新
たに調査を進めている松井家文書や古閑家文書からも、多数の未刊行史料を収録している。本
書の刊行および全10冊の永青文庫叢書シリーズの完結は、人文社会科学系の学問分野における
基礎研究の継続の重要性を直接的に示すものといえよう。

６）紀要『永青文庫研究』第６号の刊行
　本センターは、2017年度から研究紀要『永青文庫研究』を刊行している。本年度の第６号に
は、永青文庫研究センタースタッフ及び学外の研究者からの寄稿により、研究ノート２本、史
料紹介１本、書評１本を収録することができた。
　第６号の目次は以下の通りである。
　　研究ノート
　　　キリシタン重臣加賀山隼人と細川忠興　���������������　稲葉　継陽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後藤　典子
　　　地域史からみた北里柴三郎―小国時代とその周辺―　����������　今村　直樹
　　史料紹介
　　　近世後期における肥後・三池の漁場用益争論（二）　���������� 　川端　　駆
　　書　評
　　　熊本大学永青文庫研究センター編『永青文庫叢書  細川家文書  意見書編』���　林　　千寿
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７）永青文庫細川家資料の重要文化財指定に向けた集中調査
　本センターは、熊本大学寄託永青文庫細川家資料（約５万8,800点）の総目録を2015年に刊
行した。このうち、『永青文庫叢書　細川家文書　中世編』（吉川弘文館、2010年）で紹介され
た信長発給文書をはじめとする中世文書266通は、2013年６月に国の重要文化財に指定された。
しかし、それを除いた資料群の大部分は未指定である。そのため、近い将来の重要文化財指定
に向けた永青文庫資料の集中調査（総目録と原資料との照合作業）が、文化庁の指導のもと、
本年度から始められることとなった。
　本年度の集中調査は、2022年８月（17日～19日）と2023年２月（８日～10日）の２度開催さ
れた。文化庁、公益財団法人永青文庫、熊本県文化課などの関係者が参加し、前者の調査では
総目録の4093点分、後者では3350点分について、原資料との照合作業を終えることができた。
　この調査は、来年度以降も継続して行われる予定である。

⑶　展覧会・講演会・社会貢献等

１）第37回　熊本大学附属図書館貴重資料展「悲劇の藩主細川光尚」
　（2022年11月３～５日、附属図書館と共催　於熊本大学附属図書館）
２）第16回　永青文庫セミナー
　（2021年11月公開、附属図書館と共催　於熊本大学附属図書館）
　講演：稲葉継陽「細川光尚とその時代―天草島原一揆・寛永大飢饉・御国返上―」
　本年の貴重資料展及び永青文庫セミナーは、３年ぶりに対面での開催が実現した。
　元和５年（1619）、明君・細川忠利（1586－1641）の嫡男に生まれ、藩主になることを約束
されて江戸で育った光尚は、寛永14年（1637）、天草のキリシタン一揆を討つため、初めて肥
後に下る。一揆への対応、父の急死、寛永大飢饉への対処、天草・島原の戦後復興、ポルトガ
ル船来航に対応するための天草在番や長崎出兵、熊本藩の財政破綻と百姓経営の危機。重い持
病を抱えながら、光尚は17世紀最大の危機の時代の諸課題に正面から取り組むも、慶安２年

（1649）、わずか31歳で失意のうちに病にたおれる。
　本展は、いままであまり注目されることのなかった光尚の活動を示す数々の貴重資料を、光
尚の指南役だった沢庵和尚の自筆書状や、宮本武蔵に関する新発見資料とともに公開した。
　1）貴重資料展の来展者数は３日間で377名、うち大学関係者を除く一般市民は193名であっ
た。2）永青文庫セミナーの参加者は119名であった。

３�）熊本大学×ニューコ・ワン共同企画「熊本城と細川家の明治維新」の開催（2022年12月
14日～12月20日、蔦屋書店熊本三年坂）

　蔦屋書店の運営会社である（株）ニューコ・ワンとの共同企画で、熊本大学広報戦略室の肝
いりにより、2020年度から開催している市民向けのイベントである。
　蔦屋書店熊本三年坂の地下スペースで、当センターの研究成果のパネル展示、関連書籍等の
展示販売を行うとともに、12月17日には展示担当者による下記のトークイベントを開催した。
　　①熊本城廃毀申請書の政治的意味…三澤純
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　　②熊本藩庁文書と細川家甲冑の明治維新…今村直樹
　本イベントは、熊本日日新聞社、テレビ熊本で紹介されるとともに、７日間で約4000名の来
訪があった。

４�）企画展「熊本城と明治維新　藩から県へ、そのとき城は？」への特別協力（2023年2月
11日～3月19日、熊本博物館）

　熊本城は加藤清正が築城した天下の名城であり、寛永９年（1632）以降は、熊本藩細川家の
軍事的・政治的拠点として機能した。しかし、明治維新という巨大な変革は、近世城郭や大名
家のあり方に大きな変化がもたらし、廃藩後、諸大名は城からの退去を余儀なくされる。それ
では、明治維新によって熊本城や細川家はいかなる変容を迫られたのだろうか。また、江戸時
代の熊本城内で保管されていた甲冑や古文書の行方とは。
　本展は、知られざる熊本の明治維新を、多くの初公開資料を含んだ古文書や絵図から明らか
するもので、熊本博物館、熊本大学永青文庫研究センター、熊本大学附属図書館の三機関が連
携して開催する、初めての企画展である。永青文庫資料・松井家文書・古閑家文書のほか、本
センターが2019年に購入し、基礎研究を進めてきた熊本藩士幸家文書からも多くの古文書が出
品された。
　本展は、熊本日日新聞社、読売新聞社、西日本新聞社で紹介されるとともに、2023年３月８
日時点で5,164人の来場者があった。

５�）企画展「八代築城400年記念　八代の歴史と文化31　町人と百姓の江戸時代―私たちの歴
史がここにある―」への企画協力（2022年10月21日～11月27日、八代市立博物館未来の森
ミュージアム）

　八代市立博物館未来の森ミュージアムの秋季特別展覧会は、八代の歴史と文化を日本の文化
史全体の流れの中で考える企画展として連年開催されている。その31回目となる本展は、江戸
時代の町人と百姓をテーマに企画された。
　江戸時代中期（18世紀）、八代地域には、5,000人あまりの町人と47,000人あまりの百姓が暮
らしていた。八代城下に住む町人は、港町の利点を生かして廻船業などの商売を行い、地域に
富をもたらした。村に住む百姓は、さまざまな農作物を生産したり、造酒業などの商売に挑戦
したりして、自らの生活を豊かにした。
　本展では、熊本県内に残る古文書、絵画などの諸資料によりながら、八代に生きた町人と百
姓の活動を紹介された。永青文庫研究センター編『永青文庫叢書　細川家文書　意見書編』に
収録された史料も展示され、稲葉・今村が図録原稿の執筆と特別講演で協力した。

６）熊本大学広報戦略室を通じた研究成果の記者発表
　コロナ禍による講演会等の中止が続いた2020年度以降、本センターは最新の研究成果を発信
する手段として、熊本大学広報戦略室を通じたマスコミへの公式発表と熊本大学 HP への掲載、
zoom を活用した記者会見を実施している。本年度は、以下の２件を発表することができた。
　①と②の発表内容は本年報の巻末に収録しているが、いずれも新聞で報道され、とくに②の
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宮本武蔵の新史料は大きな反響を呼び、全国の新聞21紙で取り上げられることとなった。本セ
ンターの基礎研究によって得られた新発見、新知見を社会一般に周知する上で有効な手段とし
て、今後も取り組みを続けていきたい。
　①「青年期の北里柴三郎に関する重要史料を発見」（2022年５月16日）
　②「宮本武蔵晩年の人物像を示す新史料４点を発見」（2022年９月15日）

⑷　センターの運営資金

　本年度の永青文庫研究センターの運営資金は、主に以下の事業費等によった。
　1�）熊本大学　概算要求機能強化促進分プロジェクト経費「熊本藩大名家資料群の総合的分

析による日本近世史研究拠点・歴史文化情報発信拠点の発展」
　2）日本学術振興会　科学研究費補助金基盤研究（B）
　3）熊本大学　学長裁量経費
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３.　個人年間活動
稲葉継陽
各種外部委員
　�人吉市指定文化財等保存活用専門会議（人吉城跡部会）専門指導員、佐敷城跡調査検討委員
（芦北町）、宇土城跡調査検討委員、菊之城史跡調査検討委員（菊池市）、国史跡棚底城跡整
備検討委員（天草市）、高森町史編纂委員、公益財団法人肥後の水とみどりの愛護基金理事、
永青文庫常設展示振興基金運営委員（熊本県教育庁文化課）、熊本県文化財保護審議委員、
熊本県文化振興審議会委員、放送大学熊本学習センター客員教授
論文
・「天下泰平と百姓鉄炮―八代・葦北郡をめぐって―」（八代城築城400年記念・令和4年度秋

季特別展覧会・八代の歴史と文化31『町人と百姓の江戸時代』八代市立未来の森ミュージア
ム、2022年10月、117-122頁）

・「藤木史学における村と平和―戦後思想との関係で―」（稲葉継陽・清水克行編『村と民衆の
戦国時代史―藤木久志の歴史学―』勉誠出版、2022年10月、118-131頁）

・「近世前期の災害と藩政」（熊本大学永青文庫研究センター編『永青文庫叢書　細川家文書　
災害史料編』吉川弘文館、2023年3月、343-361頁）

・「細川家キリシタン重臣加賀山隼人と細川忠興」（後藤典子と共著、『永青文庫研究』６、
2023年3月、１-23頁）

・「文献史料からみた菊池氏」（菊池市教育委員会『北宮館跡・北宮神社　総括報告書』2023年
3月）
書評
・「書評　高木純一著『中世後期の京郊荘園村落』｣（『ヒストリア』293、2023年８月、51-59頁）
編著書
・『村と民衆の戦国時代史―藤木久志の歴史学―』（清水克行と共編著、勉誠出版、2022年10月、

全270頁）
研究発表
2022年９月23日　�中世後期から近世初頭における武家拠点形成の研究　熊本研究集会（科学研

究費補助金基盤研究（B）研究代表者：仁木宏）
　　　　　　　　タイトル「室町期守護菊池氏の権力とその拠点」
学術的著述

（展覧会解説目録）
　�「第37回　熊本大学附属図書館貴重資料展　悲劇の藩主　細川光尚　解説目録」（後藤典子と

共著、2022年11月、全21頁）
（雑誌連載）
　「永青文庫　歴史万華鏡」（85）～（96）（『阿蘇』1080－1091号、2022年4月－2023年3月）

（新聞連載）
　「細川キリシタン群像」⑴～⑶（『熊本日日新聞』2023年１－３月）
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講演等
（講演）
　2022年４月25日　南阿蘇村正教寺檀家総会
	 タイトル「正教寺楼門の歴史的・文化的価値について」（南阿蘇村正教寺）
　2022年６月17日　一般社団法人文化財保存修復学会　第44回大会
	 シンポジウム「これからの文化財防災を考える―熊本地震と令和2年7月

豪雨の経験から―」
	 タイトル「熊本地震後の文化財保護―その経験と学び―」（熊本県立美術

館）
　2022年８月６日　放送大学熊本学習センター　2022年度公開講演会
	 タイトル「天下泰平を支えた先人たち―その言葉に学ぶ―」（放送大学熊

本学習センター）
　2022年11月３日　第16回　永青文庫セミナー
	 タイトル「細川光尚とその時代―天草島原一揆・寛永大飢饉・御国返上

―」（熊本大学附属図書館）
　2022年11月５日　八代市立博物館未来の森ミュージアム「八代城築城400年記念　令和４年

度秋季特別展覧会《八代の歴史と文化31》町人と百姓の江戸時代～私たち
の歴史がここにある」関連講演

	 タイトル「江戸時代における戦争と平和―国境の城、庄屋、村の武力―」
（八代市立博物館未来の森ミュージアム）

　2022年11月12日　里山ギャラリー歴史・文化講座
	 タイトル「江戸時代　民衆の武器と平和―肥後国の百姓鉄炮を通じて―」

（肥後銀行本店ホール）
　2022年11月23日　2022年度記録史料保存セミナー（主催：大分県歴史資料保存活用連絡協議

会・別府大学アーカイブズセンター）
	 タイトル「熊本地震後の文化財保護―その経験と学び―」（大分県立図書

館）
　2022年3月2日　そなえる防災講座（主催：熊本市中央区役所総務企画課）
	 タイトル「歴史資料から見る熊本の災害」（熊本市中央公民館）
　2022年12月４日　第279回肥後考古学会例会シンポジウム「島津氏・龍造寺氏の肥後進攻と

城」コーディネーター（宇城市豊野防災拠点センター）
（ギャラリートーク）
　2022年12月１日　2022年度熊本大学キャンパスミュージアム企画展示「見よ、クマダイ研究

力！―ケンキュウって面白い―」
	 タイトル「1620年代　細川家の葡萄酒製造とその背景」（後藤典子と共演）

（記者発表）
　2022年９月26日　「宮本武蔵晩年の人物像を示す新史料4点を発見」（熊本大学）
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（テレビ番組制作協力）
　2023年１月１日　「徳川 JAPAN サミット2023」（NHK　BS プレミアム、BS ４K）
　2023年３月15日　「英雄たちの選択　細川幽斎」（NHK　BS プレミアム、BS ４K）
　2023年３月19日　「号外！　日本史スクープ砲　宮本武蔵」（BS 松竹東急）

今村直樹
各種委員会

宇土市高月邸保存活用検討会委員、宇土市歴史的資料保存活用事業運営委員会委員、菊陽町
文化財保護委員、高森町史編纂委員、竹田市納池公園名勝地調査委員、新修豊田市史編さん
委員会執筆協力員、高知県史編さん専門部会（近世部会）委員、伊豆の国市史跡等整備調査
委員会委員
論文等
・�「書評　三村昌司著『日本近代社会形成史：議場・政党・名望家』」（『年報近現代史研究』14、

2022年5月、pp.53-60）
・「葦北・八代の惣庄屋・庄屋・在御家人」（『町人と百姓の江戸時代～私たちの歴史がここに

ある～』八代市立博物館未来の森ミュージアム、2022年10月、pp.123-127）
・「近世後期史料にみる熊本藩の災害と社会」（熊本大学永青文庫研究センター編『永青文庫叢

書　細川家文書　災害史料編』吉川弘文館、2023年2月、pp.362-382）
・「熊本県の初代県知事『安岡良亮』」（『さわやか』97、熊本さわやか長寿財団、2023年3月、

pp.16-17）
・「地域史からみた北里柴三郎―小国時代とその周辺―」（『永青文庫研究』6、2023年3月、

pp.25-40）
・「幕末維新期熊本藩の茶生産と地域社会」（『グローバルな視野からとらえた日本の茶と茶文

化に関する学問横断的研究〔アジア研究・別冊〕』2023年3月刊行予定）
研究発表
・「明治零年代の旧藩主家と旧藩地―熊本洋学校問題を事例に―」（大名華族研究会、2022年8

月13日、オンライン開催）
・「近代移行期地域社会史研究の現状と論点」（科研費研究会、2022年9月10日、熊本大学文学

部）
・「明治零年代の旧藩主家と旧藩地・旧藩士族―旧熊本藩を事例に―」（熊本歴史学研究会、

2022年11月26日、熊本市健軍文化ホール）
・「近代移行期の『地域資産』をめぐる論点」（日本史研究会12月例会、2022年12月10日、オン

ライン開催）
・「熊本県令安岡良亮と幡多人脈」（熊本近代史研究会1月例会、2023年1月21日、市民会館シ

アーズホーム夢ホール）
・「近世後期の河川・用水管理と地域社会」（シンポジウム「道と川の近世領国地域社会」、

2023年3月4日、熊本大学くすのき会館）
・「旧熊本藩主細川護久と西南戦争」（大名華族研究会、2023年３月18日、オンライン開催）
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講演等
・�「日本近世の地域行政と明治維新」（放送大学面接授業、2022年5月14・15日、放送大学熊本

学習センター）
・「18－19世紀日本の地域行財政―熊本藩の手永・惣庄屋制を事例に―」（慶應義塾大学大学院

経済学研究科「経済史演習」外部講師、2022年5月19日、オンライン開催）
・「文化財レスキューと社会還元―熊本被災史料レスキューネットワークの取り組みから―」
（文化財保存修復学会公開シンポジウム「これからの文化財防災を考える」、2022年6月17日、
熊本県立美術館）

・「熊本藩の手永・惣庄屋制と地域社会」（熊本さわやか大学校、2022年8月4日、熊本県総合
福祉センター）

・「熊本城と細川家の明治維新」（天草さわやか大学、2022年8月23日、天草市複合施設ここら
す）

・「熊本藩の手永・惣庄屋制と地域社会」（熊本さわやか大学校、2022年10月18日、桜十字ホー
ルやつしろ）

・「近世白川の分水問題と流域社会」（里山ギャラリー歴史・文化講座、2022年10月29日、肥後
銀行本店ビル）

・「地域史からみた北里柴三郎―小国町町政史料における新発見文書の意義―」（阿蘇郡市文化
財保護委員等研修会、2022年11月9日、おぐに町民センター）

・「八代・葦北の惣庄屋と在御家人」（「町人と百姓の江戸時代」特別講演会、2022年11月12日、
八代市立博物館未来の森ミュージアム）

・「熊本藩の地域経済と河川舟運」（熊本県文化財保護大会基調講演、2022年11月14日、熊本県
庁）

・「熊本県令安岡良亮と幡多の群像」（予土歴史文化研究会郷土歴史講座、2022年11月19日、
四万十市立文化センター〔高知県〕）

・「細川重賢と宝暦の改革」（熊本さわやか大学校大学院、2022年12月9日、熊本県総合福祉セ
ンター）

・「熊本藩庁文書と細川家甲冑の明治維新」（「熊本城と細川家の明治維新」展トークイベント、
2022年12月17日、蔦屋書店熊本三年坂）

・「明治前期の旧熊本藩主細川家と旧藩地」（解説講座「深堀り！熊本の維新」、2023年2月18
日、熊本博物館）

・「古文書を読む」熊日生涯学習プラザカルチャー講座、2022年度毎月第1・第3月曜日、び
ぷれす熊日会館（熊本市中央区）

後藤典子
論文
・「細川家キリシタン重臣加賀山隼人と細川忠興」（稲葉継陽と共著、『永青文庫研究』６、

2023年3月、１-23頁）
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展覧会解説目録
・「第37回　熊本大学附属図書館貴重資料展　悲劇の藩主　細川光尚　解説目録」（稲葉継陽と

共著、2022年11月、全21頁）
ギャラリートーク
　2022年12月１日　�2022年度熊本大学キャンパスミュージアム企画展示「見よ、クマダイ研究

力！―ケンキュウって面白い―」
　　　　　　　　　タイトル「1620年代　細川家の葡萄酒製造とその背景」（稲葉継陽と共演）
記者発表
　2022年９月26日　「宮本武蔵晩年の人物像を示す新史料4点を発見」（熊本大学）

日高愛子
著書
・共編『和学知辺草』（文学通信、2023年3月）
研究発表
・「久我美子の紀行文と和歌」第138回和歌文学会関西例会　2022年4月23日、京都産業大学壬

生校地むすびわざ館
・「近世大名家の女性文芸―肥後細川家を例として」東アジア日本研究者協議会第6回国際学

術大会、2022年11月5日、北京外国語大学（オンライン）
・「近世肥後の文事―細川就を中心に」令和４年度熊本大学国語国文学会、2022年11月12日、

オンライン開催
・「細川就の文化活動」第66回古典研究会、2022年12月25日、広島大学（オンライン）

三澤　純
各種委員会
　熊本市町界町名審議会委員長、くまもと文学・歴史館協議会委員、御船町文化財保護委員
研究発表
・「熊本城廃棄申請書の成立事情と『御城拝見』」、2022年８月13日、熊本近代史研究会、熊本

市民会館
・「往還と舟運による地域運営―近世後期の在町御船を対象として―」、基盤研究（Ｂ）「『熊本

藩関係貴重資料群』の総合的解析による日本近世の意思決定構造の実証的研究」研究会、
2022年９月10日、熊本大学黒髪キャンパス　

・「熊本藩の在中瓦葺建築禁止令と江藤家住宅」、2022年12月３日、熊本史学会2022年度秋季研
究発表大会、熊本県立図書館大研修室
講演
・「『食糧』から見る近代日本の戦争」、2022年10月14日、熊本市立必由館高等学校
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安高啓明
各種委員会
　�大田区立勝海舟記念館資料調査委員会委員長、八代市立博物館未来の森ミュージアム協議会

委員、天草市立キリシタン資料館運営委員会委員長、上天草市歴史資料室基本計画策定委員、
南島原市有馬キリシタン遺産記念館資料収集検討委員会委員、南島原市フィールドミュージ
アム基本計画策定事業プロポーサル審査委員会委員
著書
・単編『長崎と天草の潜伏キリシタン−「禁教社会」の新見地』（雄山閣、2023年１月）
・監修『潜伏キリシタン社会と “ 類族』（天草市・天草市立キリシタン資料館、2022年11月）
論文・史料紹介・書評等
・単著「熊本藩の同国意識と藩法形成―幕領天草を事例に」（『汲古』第82号、2022年12月）
・単著「潜伏キリシタン社会の構造―天草における類族の管理を通じて」（『潜伏キリシタン社

会と“類族』（天草市・天草市立キリシタン資料館、2022年11月）
・単著「書評　高塩博『近世諸藩の法と刑罰』」（『日本歴史』第896号、2023年１月）
講演・学会
・「島原天草一揆とキリシタン」熊本県立上天草高校、2022年7月7日
・「肥後・天草のキリシタン史と潜伏キリシタン」里山ギャラリー歴史・文化講座　肥後の里

山ギャラリー、2022年10月15日
・「キリスト教禁教政策と踏絵」佐賀県立鳥栖高校ジョイントセミナー、2022年10月21日
・「犯科帳の世界」NBC ユウガク、2022年10月26日
・「古文書から読み解くキリシタンの歴史」天草市立ロザリオ館、2022年11月19日
・「長崎奉行のキリシタン取り締まりと五島禁教史の系譜」専修大学人文科学研究所、2022年

12月20日
・「砥岐組大庄屋藤田家文書の文化財的価値」天草郡市文化財保護委員研修会、2023年1月30

日
・「古文書から見る島原大変肥後迷惑」天草市立本渡歴史民俗資料館特別展・歴史資料でみる

天草の災害展・天草市民センター、2023年２月23日
・「古文書入門」熊本市東部公民会自治会、2022年度毎月第１・第３水曜日
・「古文書を読む」NHK カルチャー熊本教室、2022年度毎月第１・３金曜日
・「古文書で読む肥後・天草キリシタン史」NHK カルチャー熊本教室、2022年度毎月第２金

曜日
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4．記者発表要旨

⑴ 青年期の北里柴三郎に関する重要史料を発見

⑵ 宮本武蔵晩年の人物像を示す新史料４点を発見
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令和４年５月１６日

報道機関 各位

熊本大学

青年期の北里柴三郎に関する重要史料を発見

（ポイント）

⚫ 世界的な細菌学者である北里
きたさと

柴三郎
しばさぶろう

（ ）が、青年期に小国郷

（現阿蘇郡小国町・南小国町）の教師と役所の見習に採用されていたこ

とを示す記録（辞令の控え）が、小国町教育委員会所蔵の「小国町町政

史料」から発見されました。

⚫ この新出史料は、柴三郎の履歴の空白部分を埋めるとともに、当時は軍

人を志望していた柴三郎に、医学の道へ進路変更する人生の転機をもた

らしたものとして、重要な意味をもつと考えられます。

（概要説明）

熊本大学永青文庫研究センターの今村直樹准教授と小国町教育委員会は、

当時 歳であった北里柴三郎が、明治３年８月に小国郷の教師と役所の見習

に採用されたことを示す辞令（控え）を発見しました。これは、当時の柴三

郎の進路に地元の教師が想定されていたことを明らかにするとともに、のち

に彼に医学の道へ進路変更する転機をもたらした人物（安田退三
や す だ た い ぞ う

）との出会

いを意味する、重要な史料と考えられます。

（記者発表について）

本研究成果について、 を利用して詳細を説明する機会を以下のとおり

設けます。参加を希望される場合は、熊本大学総務部総務課広報戦略室まで、

メール（ ）でご所属とお名前をご連絡くだ

さい。折り返し詳細をご連絡いたします。

〈日時〉令和４年５月２７日（金） ～

※恐れ入りますが、準備の都合上、５月２６日（木） までにご連絡いただきま

すようお願いいたします。
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（説明）

［背景］

のちに世界的な細菌学者となる北里柴三郎は、嘉永５年 月 日（ 年

１月 日）、阿蘇郡小国郷の村庄屋の長男として生まれました。青年期、軍

人を志望していた彼は、明治２年（ ） 月に熊本藩の藩校時習館
じしゅうかん

に入寮

し、翌３年７月に時習館が廃止されると小国にいったん帰郷します。その

後、翌４年２月に同藩が新設した西洋
せいよう

医学所
い が く し ょ

（古城
ふるしろ

医学校
い が っ こ う

※）に入学し、そ

こでオランダ人医師マンスフェルトの指導を受け、医学を本格的に志したこ

とが一般的に知られています。

他方、柴三郎の最も古い伝記である宮島幹之助編『北里柴三郎伝』（北里

研究所、 年）には、時習館廃止後に彼が帰郷した際、両親や親戚たちが

地元の教師になるように強く勧めたこと、また、その後の数か月間、彼は小

国郷の行政担当者であった熊本藩士安田退三の家に書生として寄宿し、安田

夫妻の薫陶を受けたことで軍人志望を捨て、医学校に入学することになった

エピソードが記されています。しかし、時習館廃止後から医学校入学までの

柴三郎の動向を示す史料は極めて少なく、上述した両親たちの勧めや、安田

との関係についても、史料上では未確認のままでした。

［研究の内容］

今回発見された辞令は、江戸時代後期から昭和期にかけた小国町域の行政

史料群「小国町町政史料」における、「明治二年 選挙一巻」という冊子か

ら発見されたものです。「明治二年 選挙一巻」は、明治２年から同５年３

月までの小国郷における人事関係記録をまとめたもので、役人・神官・僧侶

などの任免や、それに係る関係書類が収録されています。

辞令は、時習館の廃止後、柴三郎が帰郷していた明治３年８月 日付のも

のです。その内容は、芝（柴）三郎を、小国郷の「教導師
きょうどうし

」であった鈴木諫

太郎の後任とともに、「大属
だいぞく

小国
お ぐ に

詰所
つめしょ

」の見習に採用し、出勤中は飯米を支

給するというものです。「教導師」とは、江戸時代から小国郷宮原
みやのはる

にあっ

た郷校
ごうこう

「筑紫
ち く し

学舎
がくしゃ

」の教員をさし、「大属小国詰所」とは、熊本藩領であっ

た豊後国久住と小国を管轄した行政担当者（郡
ぐん

政
せい

大属
だいぞく

）の小国出張所を意味

しています。当時、小国・久住の郡政大属を務めていたのが、前述の安田退

三でした。

以下、新発見の柴三郎宛辞令の解読文と現代語訳です。
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【解読文】

北里芝三郎

其方儀、小国郷教導師鈴木諫太郎跡教方持継、且大属小国詰所見習と

して召仕候ニ付、出勤中飯米被渡下候事、

明治三年

八月廿六日

【現代語訳】

北里芝三郎

其方を、小国郷の教導師である鈴木諫太郎の後任として、かつ大属小国

詰所の見習として採用する。出勤中は飯米を支給する。

明治三年

八月二十六日

［意義］

１、明治３年７月の時習館廃止後から、明治４年２月の医学校入学までの柴

三郎の動向を示す史料は極めて少なく、前掲『北里柴三郎伝』に記述があ

るものの、同書では出典が明記されていないため、その真偽を確認するこ

とができませんでした。しかし、今回の新発見史料により、空白となって

いた明治３年の柴三郎の履歴が埋まるとともに、『北里柴三郎伝』の記述

に一定の信頼性が置けることが明らかになりました。

２、前掲『北里柴三郎伝』によれば、時習館の廃止後、帰郷した柴三郎に対

して、両親や親戚は、長男であるがゆえに地元に残り、教師となるように

勧めたと記されています。今回の発見は、実際に柴三郎が教師に採用され

た事実を明らかにするとともに、その採用に両親や親戚たちが関わってい

た可能性を示唆するものです。また、当時の柴三郎の進路に、地元の教師

が想定されていた事実が解明された点も重要です。

３、前掲『北里柴三郎伝』によれば、柴三郎が軍人志望を捨て、医学校に入

学することになったのは、安田退三の影響が大きいとされています。今回

の発見は、小国における柴三郎と安田との出会いを裏付けるとともに、世

界的な細菌学者となった柴三郎の人生の転機を示す重要な史料として、注

目されるべきものです。

用語解説

※ 古城医学校…熊本県最初の西洋医学校。熊本洋学校と並んで、古城（現

熊本県立第一高等学校）の地にあった。明治３年 月に開院式をあげ、翌

４年１月に生徒募集を行った。オランダ海軍の軍医であったマンスフェルト

たちが教師となり、北里柴三郎、緒方正規、濱田玄達など、後の日本医学界

を担う人びとを輩出した。
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（左）北里柴（芝）三郎辞令控

（「明治二年 選挙一巻」小国町教育委員会所蔵）

（下）古城医学校時代の職員及び生徒

（写真提供：学校法人北里研究所北里柴三郎記念室）

中央の外国人教師がマンスフェルト、その向かって左が北里。

※無断で転載・転用・複写・複製を禁ずる。

北里
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＊永青文庫研究センター

熊本大学には、「永青文庫細川家資料」（約 点）や細川家の第一

家老の文書「松井家文書」（約 点）の他、家臣家や庄屋層の文書群

計 万点あまりが寄託・所蔵されており、永青文庫研究センターではこれ

らの資料群について調査分析を行っています。

【お問い合わせ先】

熊本大学永青文庫研究センター

担当：（准教授）今村 直樹

電話：

： ※
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令和４年９月１５日

報道機関 各位

熊本大学

宮本武蔵晩年の人物像を示す新史料 点を発見

（ポイント）

⚫ 宮本武蔵に関する一次史料を新たに４点発見した。

⚫ 寛永 年 月の山鹿御茶屋に、武蔵と足利道鑑のほかに武士の津川四郎右衛門、儒

学者の朝山意林庵が呼ばれていたことや、武蔵が茶人桑山宗仙の孫と懇意であった

ことから、“文化人サークル”の一員としての武蔵の姿が明らかになった。

⚫ 新藩主細川光尚との関係性を示す史料から、『五輪書』執筆開始時の光尚と武蔵の

関係が明瞭になった。

（概要説明）

宮本武蔵（？― ）に関する確かな歴史資料（一次史料）は、その晩年にあたる寛

永 年（ ）に熊本藩主細川忠利（ ― ）に招かれて以降のものが、ごく僅

かに伝来しているだけです。今回、熊本大学永青文庫研究センターの稲葉継陽教授、

後藤典子特別研究員らは、細川家の古文書群（公益財団法人永青文庫所蔵、熊本大学

寄託）の中から３点、第一家老の松井家の古文書群（熊本大学所蔵松井家文書）から

１点、合計４点の史料を新たに発見しました。新発見史料の概要は以下のとおりです。

⑴  ４点のうち２点（新史料１、２ 永青文庫細川家資料）は、寛永 年 月に、忠

利が肥後国山鹿（現熊本県山鹿市）の御茶屋（江戸時代の藩主や幕府の役人が参勤

交代などに際して休息・宿泊した施設）へ武蔵とともに呼んだ３人の人物の名前が

明記されているもので、忠利の命令を奉行所から担当役人に伝達する惣奉行衆の書

状控えの分厚い冊子の中から発見されました。３人は、足利道鑑、津川四郎右衛門、

朝山意林庵で、足利道鑑以外の２人は今回の史料により初めて明らかになりました。

⑵ もう１点（新史料３ 熊本大学所蔵松井家文書）は、寛永 年閏９月に細川家第一

家老の松井興長が細川家の大坂留守居下村五兵衛に宛てた書状の控えで、茶人桑山

宗仙（ ― ）の孫の桑山作右衛門と、武蔵が熊本で懇意にしていたことを示

しています。

⑶ ４点目（新史料４ 永青文庫細川家資料）は、細川忠利の跡を継いだ藩主細川光尚

が江戸から国元に出した書状の控えの分厚い冊子の中から発見されたものです。寛

永 年９月、光尚は江戸から武蔵に書状を出し、体調を気遣うとともに、来春熊本

に戻ったら対面して話そう、と伝えています。

【解禁日時】

令和 年 月 日（月） 時
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以上の新発見史料４点から、以下のことが明確になりました。

⒜ 晩年の忠利は、寛永 年に自らの政治思想を総括・体系化するために、武家故実

（武家の行動を律する歴史的規範）、儒学（東アジア共通の統治思想）、そして兵法、

あるいは茶の湯にわたる、文化人たちを集めました。武蔵はいわば思想としての兵

法の体現者として招聘されたものと考えられます。

⒝ 寛永 年３月の忠利死去後も、武蔵は熊本で文化人集団の中に身を置きながら、

新藩主光尚とも良好な関係にありました。これは、寛永 年 月からの『五輪書』

の執筆の背景を、より具体的に示してくれる事実です。

⒞ 忠利が熊本に招聘した人々の履歴や文化的位置からみて、晩年の武蔵が兵法の大家

として相当の評価を得ており、細川忠利のような明君と評価された大名の政治思想

に大きな影響を与えうる存在であったことが明確になりました。

（説明）

概要

宮本武蔵（？― ）に関する一次史料は、その晩年にあたる寛永 年（ ）に

熊本藩主細川忠利（1583―1641）に招かれてからのものが、ごく僅かに伝来している

だけで、一次史料の不足は武蔵研究の大きな障壁となっています。そうした中で、今

回、熊本大学永青文庫研究センターの稲葉継陽教授、後藤典子特別研究員らが、宮本

武蔵晩年の人物像を示す新史料４点を発見、調査しました。

今回発見したのは、寛永 年（ ）から同 年（ ）までのもので、熊本藩

主細川光尚、細川家第一家老松井興長、それに熊本藩惣奉行衆が出した書状の控えで

す。

これらによれば、寛永 年、武蔵は藩主細川忠利によって、兵法家として、武家故

実、儒学の第一人者たちとともに熊本に招聘されたこと、したがって武蔵がいわば思

想としての兵法の体現者として高く評価されていたこと、さらに忠利の死後も、熊本

で文化人集団の中に身を置いていて、新藩主細川光尚との関係も極めて良好であり、

それが熊本での『五輪書』の執筆へとつながっていった事情が浮かび上がってきまし

た。

発見から発表までの経緯

熊本大学が所蔵する「松井家文書」は、細川家第一家老の松井家に蓄積された３万

点にも及ぶ歴史資料群で、戦後、熊本大学に移管されました。永青文庫研究セン

ターでは、 年度以来、本史料群の本格的な目録作成調査と修復及び画像データ化

を進めています。新史料３は、その過程で 年に発見・解読された史料のうちの一

点であり、傷みがひどかったため 年度に修復を施し、展示可能な状態にまで甦り

ました。

本史料について検討を進める過程で、後藤典子特別研究員は、永青文庫細川家資料

（熊本大学寄託、総点数 点）に含まれる分厚い冊子体史料を調査し、武蔵に関

する３点の新史料を発見しました。それらが新史料１、２、４です。

新発見の４点の内容が、晩年の武蔵を考える上で、一連の検討に値するものである

ことがわかり、発表に至りました。

eisei_14-P24-35.indd   30 2023/03/22   10:01:14



― 31 ―

本史料の背景

島原・天草一揆での戦いを経て、いわゆる鎖国体制の確立段階に至った寛永 年

（ ）、江戸にあった明君細川忠利は、将軍家兵法指南役の柳生但馬守や、将軍家光

や天皇に禅を講義した沢庵和尚との交流を深め、同年５月 日に江戸を発ち、６月

日には熊本に帰着します。忠利に招かれ、武蔵は寛永 年７月に肥後にやって来ます。

忠利が寛永 年３月に死去した後も、武蔵は細川家客分として新藩主細川光尚から

変わらない処遇を受け、正保２年（ ）５月、武蔵は熊本で死去します。武蔵が晩年

に著した『五輪書』の執筆は光尚の求めによるとの説もあります。

本史料の内容

まず、今回発見された４点の史料に登場する人物を紹介しておきます。

足利道鑑（尾池義辰）…？― ？ 足利 代将軍義輝の遺児とされる。道鑑の子

息らは寛永 年（ ）に細川家に仕え、その後、道鑑自身も細川家に客分とし

て迎えられる。寛永 年２月には道鑑の妻が大坂から熊本に引っ越してきてい

る。寛永 年 月頃没。

津川四郎右衛門（津川辰珍）… ―？ もとの尾張国守護で信長の織田家の主家に

あたる斯波家の子孫。小倉藩主時代の忠利に呼ばれて客分となり、肥後で知行

石の家臣となる。辰珍の名乗りは足利道鑑（義辰）の一字を頂戴したとの説

がある。

朝山意林庵… ― 江戸時代前期の儒学者。祖父は織田政権で活躍した朝山

日乗。朝鮮の儒学者李文長の学統をうける。李文長は細川忠利や沢庵和尚とも交

流があった。寛永 年（ ）からは細川忠利より在京経費の支給をうけ、上方

と熊本とを往来。寛永 年には儒教思想や政治・道徳論を説いた仮名草子『清水

物語』を出版してベストセラーとなる。のち承応２年（ ）には後光明天皇に

進講する。弟の朝山斎助は忠利・光尚に仕えた。

桑山作右衛門…？―？ 細川三斎（忠興 1563―1646）とも懇意だった利休直系の茶

人桑山宗仙（1560―1632）の孫で、桑山作左衛門（理斎）の子。理斎は忠利とも

親しかった。桑山氏は尾張の秀吉直臣出身。寛永 年８月、忠利は奈良にいた理

斎の子息作右衛門を預かって熊本に下向させ、客分として米 石を支給した。

しかし寛永 年閏９月８日に、山鹿温泉から出奔してしまう。

新史料４点の内容（大意）は、以下のとおりです。

（出典 新史料１、２、４：永青文庫細川家資料 新史料３：熊本大学所蔵松井家文書）

〇新史料１（寛永 年） 月 日 細川家惣奉行衆書状控 忠利側近３名宛

来月３日から忠利様が山鹿御茶屋に逗留されるので、（足利）道鑑様、（津川）四郎

右衛門殿、（朝山）意林庵、（宮本）武蔵、この御衆中に山鹿へ参上するよう命じよとの

忠利様のご意向である。この旨、惣奉行衆として了解した。命令文書のとおり担当者

に通達した。

〇新史料２（寛永 年） 月５日 細川家惣奉行衆書状控 担当奉行３名宛

道鑑様、意林庵、武蔵の山鹿での御宿へ、すべてのお世話に必要な物品を滞りなく

搬入するために、それぞれの担当として小姓衆・鉄炮衆を付け置いた。彼らが常に御

宿に張り付いていたら、３人が迷惑するだろうから、担当の者どもは脇宿にいさせて、
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御用のあるときに奉仕するよう命じたが、このやり方で支障が出る場合には、柔軟に

対応してほしい。

〇新史料３（寛永 年）閏９月 日 松井興長書状控 細川家大坂留守居宛

急ぎ一筆申し上げる。桑山理斎の子息作右衛門は、忠利様の代から細川家に寄寓し

ていたが、先月中旬、おできができて山鹿へ湯治に行き、何を考えたが、そのまま出

奔してしまった。このことは大和にいる理斎や、幕府の大坂町奉行にも届けた。作右

衛門は山鹿に赴くに際して、隣に住む宮本武蔵に長持と鎧櫃を預かってくれるよう頼

んでいた。武蔵は作右衛門自身が長持・鎧櫃に封をすることを条件に、これらを預か

った。この荷物は封を付けたまま大和に送付する。

〇新史料４（寛永 年）９月 日 細川光尚書状控 宮本武蔵宛

一筆申す。私はこの間、熱病で煩っていたが、すっきりと回復した。もう少し力を

付けるので、心配はいらない。おまえの方は、寒くなる時候だが息災だろうか。様子

を聞かせてほしい。精一杯の保養が肝要だぞ。春には熊本に下って、対面で話をしよ

う。

本史料発見の意義

“寛永 年細川文化人サークル”の一員としての宮本武蔵の姿が明らかに

新史料１～３によって、寛永 年の山鹿御茶屋に、武蔵と道鑑だけではなく、朝山

意林庵と津川四郎右衛門が呼ばれていたこと、武蔵が細川家と縁の深い茶人桑山宗仙

の孫と懇意であったことが、初めて判明しました。

晩年の忠利は、寛永 年の前半に江戸で柳生但馬守や沢庵和尚と問答し、禅剣一如

の理を極めようとしていました。それは、統治者としての自己の人生を総括する営み

であったようで、６月に帰国するとすぐ、忠利は柳生・沢庵とは別の問答の相手を揃

えました。それが武家故実（武家の行動を律する歴史的規範）の道鑑・津川、儒学（東

アジア共通の統治思想）の朝山意林庵、そして兵法の宮本武蔵らであった、というこ

とが明らかになりました。

忠利はこのメンバーを 月３日から山鹿御茶屋に招いて対面しました。数日間にわ

たって問答が行われたと考えられます。従来、このときのメンバーは武蔵と足利道鑑

が知られているのみでしたが、今回の発見で、“寛永 年細川文化人サークル”の全

容と、その一員としての武蔵の姿が明らかになりました。

武蔵は、武家の歴史や禅、それに儒学と結び付いた、武士の思想としての兵法の体

現者として招聘されたものと考えられます。

『五輪書』執筆開始時の細川光尚との関係が明瞭に

寛永 年３月の忠利死去後も武蔵は、新史料３によれば熊本で文化人集団の中に身

を置きながら、新史料４によれば新藩主光尚とも良好な関係にあったことがわかりま

した。わけても、新史料４に記された寛永 年９月における光尚と武蔵との、思いや

り、信頼感にあふれたやり取りは重要で、同年 月 日からの『五輪書』の執筆の

背景に光尚の求めがあったとする説にリアリティを持たせる内容です。

兵法家・宮本武蔵の歴史的位置が浮き彫りに

細川忠利が熊本に招聘した人々の履歴や文化的位置からみて、晩年の武蔵が兵法の
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大家として相当の評価を得ていたことが、ますます明確になりました。

忠利は、同時代人から「一天下に続く人なし」と評された明君として知られます。

寛永 年、死期を察した忠利は、足利将軍や室町期守護大名の子孫（足利道鑑、津川

四郎右衛門）、禅僧（沢庵和尚）、儒者（朝山意林庵）、兵法家（柳生但馬守、宮本武蔵）

らとの問答を通じて、同時代思想の総括に挑んだものと考えられます。武蔵が、ポス

ト戦国世代（幕藩体制確立期の支配層）のトップレベルの大名の政治・統治思想に大

きな影響を与えうる兵法家であったことが、はっきりしてきました。

【公開情報】

本年 月３日（木・祝）～５日（土）に熊本大学附属図書館で開催される第 回

熊本大学附属図書館貴重資料展「悲劇の藩主 細川光尚」にて、新史料３を公開する

予定です。

＊永青文庫研究センター

熊本大学附属図書館には、「永青文庫細川家資料」（約 点）や細川家の筆頭

家老の文書「松井家文書」（約 点）の他、家臣家や庄屋層の文書群計 万

点あまりが寄託・所蔵されており、永青文庫研究センターではこれらの資料群につい

て調査分析を行っています。

【お問い合わせ先】

熊本大学永青文庫研究センター

担当：（センター長）稲葉継陽

電話：

：
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新史料１ （寛永17年）10月29日 細川家惣奉行衆書状控 忠利側近３名宛（該当部分、永

青文庫10.11.30） 

 

 

新史料２ （寛永17年）11月５日 細川家惣奉行衆書状控 担当奉行３名宛（永青文庫

10.11.30） 
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新史料３ （寛永19年）閏９月27日 松井興長書状控 細川家大坂留守居宛 

                        （熊本大学所蔵松井家文書17-30-20） 

 

新史料４ （寛永20年）９月13日 細川光尚書状控 宮本武蔵宛（永青文庫4.2.111.3.2） 
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５．講演要旨

⑴ 稲葉継陽「細川光尚とその時代」

⑵ 今村直樹「熊本藩の地域経済と河川舟運」
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熊本県文化財保護大会基調講演
熊本藩の地域経済と河川舟運

於 熊本県庁地下大会議室
熊本大学永青文庫研究センター 今村 直樹

はじめに
基本テーマ 近世日本の都市と経済の発展を大きく支えた河川舟運。熊本藩において河川舟運はいかなる意味
をもち、地域社会の経済活動に関わっていたのか？ 世紀から 世紀までの長いタイムスパンで検討
◇ 前近代における河川舟運の重要性

・ 近代的交通機関の発達以前、河川舟運等の内陸水運は、貨物輸送手段として極めて重要な意味をもつ
・ イギリスの場合、国内に張り巡らされた運河網が、 世紀産業革命の貨物輸送を担う【大久保 】

→近世日本の場合、河川舟運は藩国家や地域社会の経済的発展にいかなる意味を持っていたのか？
◇ 現代日本社会の揺籃期としての近世

・ 「近世三〇〇年の平和」「近世は日本が日本らしい社会と文化を創造した時代」【朝尾 】
・ 大河川の沖積平野における港湾都市の建設および水田景観の形成…「日本の原風景」が確立した時代とし

ての近世【深尾・中村・中林 】
→港湾都市の発展には、海運とともに、後背地の内陸部との物流が不可欠。河川舟運に着目する必要性

◇ 近世日本と熊本藩の経済的動向

・ 近世日本における米生産・稲作面積・人口の推移【表 】
→ 世紀の 年間で、米生産は約 倍、稲作面積は約 倍、人口は約 倍に急増。近世 年
間では、米生産は約 倍、稲作面積は約 倍、人口は約 倍に到達

・ 熊本藩領でも生産力は大きく向上、 年代の総生産物高は約 万石（米換算）以上【今村 】
→年貢上納分や自家消費量をこえた厖大な産物の存在。これらはどのように市場へと接続されたのか？

◇ 本講演のねらい

・ 世紀から 世紀までのスパンで、熊本（藩）の地域経済と水運（とくに河川舟運）の展開を概観
・ 近世前・中・後期（＝ ・ ・ 世紀）それぞれの時期の経済的趨勢をふまえながら、熊本藩領でどのよ

うな地域開発事業や殖産政策が行われ、それが河川舟運とどのような関係にあったかを解明
・ 河川舟運の視点に即して近世から近代への移行を展望し、県内の水運関係文化財の価値を考える素材を提

供

 中世から近世へ
◇ 熊本藩細川家の都市制度＝「五か町」制

・ 熊本藩の地方統治の特徴…農村部における「手永」制、都市部における「五か町」制【地図】
・ 前者は、街道沿いや同一水系からなる戦国期以来の地域単位を「手永」という行政区画に設定し、その責

任者である惣庄屋（百姓出身）に行政や運営を委ねたもの。 世紀初めには、藩領内で全 手永が存在
・ 後者は、熊本城下町のほか、高瀬・高橋・川尻・八代を城下町に準じる拠点都市（経済特区）と位置づけ、

そこに住む町人に「地子免許」（土地に課される税金免除）などの優遇措置を付与したもの
・ 熊本町を除く「四か町」は、その多くが中世以来の港湾都市（海外にも接続）、交通の要衝としての性格

→例えば川尻町は、中世以来の緑川河口の港町。室町・戦国期には高瀬・八代とともに、海外への貿易港
として繁栄。加藤清正は、川尻を年貢米の集積港および海軍の拠点として整備

◇ 高瀬・川尻・八代と密接に結びついた中世後期の内陸要地
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・ 隈府（菊池郡）、山鹿（山鹿郡）、御船・豊内・隈庄（益城郡）、人吉（球磨郡）などの町場
→周辺部から豊かな山里の産物が集散され、河川舟運などで高瀬・川尻・八代などの港湾都市と接続
⇒このうち、中世の隈府は菊池氏の「守護所」として発展。その他の要地にも城郭が置かれ、戦国期以降
は地域支配の重要拠点に。それを象徴するのが豊内（現甲佐町）における陣ノ内城の建設【稲葉 】

◇ 近世前期（17 世紀）の河川改修工事の意義 
・ 世紀末から肥後を統治した加藤家、さらに寛永 年（ ）の加藤家改易後、肥後入国した細川家は、

積極的に菊池川・白川・坪井川・緑川・球磨川などの河川改修工事を実施
→白川・坪井川の場合、熊本町開発や舟運のための付け替え工事が行われ、かつ白川の全流域では 世
紀を通じて灌漑施設が整備【表 】【今村 】

⇒菊池川・緑川・球磨川の場合も、流路安定化のための工事がなされ、それにともない中下流部の新田開
発が可能になるとともに、河口部の八代・川尻・高瀬に接続する河川舟運の発展がもたらされる
▽ 中世的物流構造の達成の上に設定された近世「五か町」制と、その発展をめざした近世前期の河川改

修工事

 熊本藩領における河川舟運の役割
◇ 熊本藩領の水運：どれくらいの船数があったのか？

・ 細川家文書「諸御郡高人畜浦々船数其外品々有物帳」【表 】…元禄 年（ ）時点の領内の船数が判明
→船数トップ （白抜数字は郡内順位）：①玉名郡 艘（❺高瀬町 艘〔三反帆以上船 艘〕）、②飽
田郡 艘（❷川尻町 艘〔百石以上船 艘〕、❸高橋町 艘〔小船 艘〕）、③八代郡 艘、④
芦北郡 艘、⑤宇土郡 艘

⇒海沿いの郡が上位を独占（多くの猟船を所有）。「四か町」の場合、海運用の廻船を比較的多く所有
・ 一方で見逃せないのが、河川舟運を担った川平太船など川船の存在。川船数トップ （白抜数字は郡内順

位）は、①八代郡 艘（❶上松求麻村 艘、❷下松求麻村 艘）、②玉名郡 艘、③益城郡 艘、
④飽田郡 艘、④山鹿郡 艘
→その大半が菊池川・緑川・球磨川流域の郡。その用途で注目されるのが、山鹿郡の「在々ヨリ御米高瀬
え津出舟」。のちに山本郡の一部村々も、安価な舟運による高瀬蔵年貢米輸送を希望し、実現【玉名市
史 】

⇒高瀬蔵への重要な年貢米輸送路（＝陸運よりも効率的）として機能していた菊池川舟運
◇ 大坂米市場の人気№1銘柄だった高瀬米 
・ 熊本藩は財政収入の 割強を米納年貢に依存。 世紀後半以降、一定量の高品質年貢米を大坂に廻漕

→ 世紀初頭には、大坂米市場で ～ ％のシェアを「肥後米」が占有！【高槻 】
・ 熊本藩の米蔵のうち、大坂廻米の対象となったのは高瀬・川尻・八代の「津端三蔵」。なかでも、最大の収

穫量・積出量を誇ったのが高瀬蔵（文化年間の大坂廻米 万俵のうち、じつに 万俵が高瀬蔵！）
→天明 年（ ）、藩の勘定方役人は「大坂者高瀬米第一」に取り扱っており、品質に問題があっては
米市場での「御直段」に影響が出るとして、本年からの年貢米納入検査の厳格化を上申【史料 】

⇒高瀬米の品質管理の厳しさを象徴するのが「見本米」。荒尾手永樺村（現荒尾市）では、高瀬蔵に納め
る大坂米市場用の見本米二俵のため、村内で 人を動員して、格別入念に「一粒選」を実施【史料 】
【三澤 】

・ 天保 年（ ）高瀬御茶屋の南方に、大規模な年貢米保管庫として「御米山床」が建設。その碑文に
は、高瀬蔵に全年貢米を納入する玉名・山鹿両郡の郡代 名や惣庄屋 名も刻まれる
→河川舟運などを介し、高瀬蔵納めを行う各手永にとっても、年貢米品質維持のための保管庫は不可欠

熊本県教育委員会編『熊本県歴史の道調査―菊池川水運・資料編―』（同委員会、 年） 頁。
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▽ 藩財政の命運を握る「高瀬米」。その年貢輸送は河川舟運によって支えられ、高品質性にも貢献

 近世中後期の社会変容と殖産政策
◇ 近世中期（18 世紀）＝経済的停滞の時代 
・ 「高度経済成長の時代」 世紀に対して 世紀は農業成長が鈍化。飢饉による人口減少も発生【表 】

→土地と労働の投入拡大（＝外延的な増加）による 世紀的な農業生産の成長が限界に達し、新たな社
会的対応を迫られたのが 世紀【深尾・中村・中林 】

⇒こうした課題に対応すべく、 世紀の幕府や諸藩では「明君」による政治改革が相次ぐ
◇ 「地の利を尽くす」―殖産政策の展開

・ 米沢藩主上杉鷹山（ ）…安永 年（ ）、財政再建のため、領地の隅々までを利用し尽くし、
漆・桑・楮 万本を植え付け、領内の生産を増やすことを宣言＝「地の利を尽くす」「国産」という理
念
→この政策の思想的背景には、経世家の太宰春台（ ）の著作『産語』で唱えられた「尽地力之
説」が存在。五穀にとどまらない様々な産物を、土地の特性に応じて生産すべきという主張【小関 】

・ じつは、鷹山に先立つ細川重賢（ ）の宝暦改革でも、同様の政策が看取可能。重賢が宝暦 年
（ ）に定めた役人の服務規程には、郡方（農村行政担当）の奉行の役割について、「一年の折々で農
耕と養蚕を奨励し…、地の利を興すこと」と規定【史料 】。『産語』における「尽地力之説」と類似
＊ 当時の熊本藩は、太宰春台『経済録』を各役所に配布し、役人に読ませていたとの指摘【磯田 】

・ 実際、宝暦改革以降の熊本藩は、櫨実や楮の生産を民間にも積極的に奨励。その結果、 年代における
前者の生産地は全 手永中 手永、後者のそれは 手永にまで拡大【今村 】

◇ 殖産政策の成果―約 162 万石分の総生産物 
・ 世紀の停滞を経て、 世紀になると再び農業生産は成長局面へ【表 】。 世紀とは異なり、土地と労

働の生産性が高まってもたらされた成長【深尾・中村・中林 】
・ 「諸御郡惣産物調帳」（上下 冊、個人蔵）…天保 年（ ） 月、藩の郡方役人によって作成。熊本

藩領の農業生産物（諸作）・非農業生産物（余産）の数量とその額を調査したもの
→その一覧表【表 】には、田畑やそれ以外で生み出された厖大な産物が記載。その総額は約 万石！
⇒藩の殖産政策による櫨実や楮も存在。また、耕地面積や土地生産性に応じた農業・非農業の戦略的選択
も看取。まさに官民がともに「地の利を尽くした」結果、もたらされた厖大な産物
▽ こうした年貢上納分や自家消費量をこえた豊かな産物は、どのように市場へと接続されたのか？

 近世後期の地域経済と河川舟運への期待
◇ 近世後期（19 世紀）における水利土木事業の再活性化 
・ 近世後期の熊本藩領では、夥しい用水路・貫井手・溜池・石橋・水路橋・干拓地などの開発が進む。 世

紀に匹敵する規模で、水利土木事業が再活性化。事業の政策・立案・実行主体は「手永」【吉村 】
→こうした事業には、農業生産力の向上とともに、物流・交易の活性化を意図したものも存在（石橋など）

◇ 緑川上流部における通舟事業の展開

・ 文化年間、上益城郡甲佐手永塘方助役の渡辺官太は、矢部・砥用両手永の年貢米廻漕実現のため、緑川上
流部の川浚えを実施【史料 】。彼は、球磨川舟運の中心地である上下松求麻村（八代郡、現八代市坂本町）
に足を運び、舟の製作や通舟の方法などを学ぶ。その結果、年貢米のほか、板・材木など山の産物の緑川
輸送が可能となり、「品下シ方之便利を得」る。この詳しい経緯については、彼が甲佐神社内に建てた「緑
川上流通漕碑」に記載

熊本県教育委員会編『熊本県歴史の道調査―緑川水運―』（同委員会、 年） 頁。
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→但し、当時の川浚えは、甲佐の豊内から砥用の桑津留までに留まり、その上流部は成就せず
・ 嘉永 年（ ）に矢部手永で通潤橋・通潤用水事業が成ると、再び緑川通舟事業が浮上【吉村 】。

元治元年（ ）の矢部・砥用・甲佐三手永の惣庄屋は、矢部手永津留村以下の年貢米・材木の廻漕や諸
産物の「融通」のため、昨年 月から緑川の川浚えに着手したこと、既に甲佐の船津橋から矢部の津留ヶ
渕まで作業が完了し、ゆくゆくは五家荘・日向方面との産物交易による「永久御上下之御便利筋」が実現
すると上申【史料 】
→矢部から川尻まで水運が繋がることで、日向なども含めた広域的「産物融通」を意図した惣庄屋たち

◇ 明治初期小国郷の通舟計画

・ 「産物融通」を可能にする河川舟運への期待は、緑川のみにあらず。文化 年（ ）阿蘇郡北里手永
惣庄屋の北里伝兵衛は、日田（豊後国）への産物移出のため、杖立川の川浚えによる通舟事業を実施。但
し、洪水のため定期的な川浚えの必要があり、通舟事業は継続できず【禿 】

・ 維新後の明治 年（ ）、大塚磨たち地方役人が中心となり、茶・煙草などの産物移出のため通舟
事業再興を計画【史料 】。熊本県への願書によると、産物とともに年貢米を遠方の大津ではなく日田に廻
漕することで、従来官が支給してきた駄賃米も減り、「上下一廉之御為筋」になると主張【⒞】。郷備金（旧
手永官銭）が用いられ、翌年には緑川などの川浚え経験者の関与のもと通舟が実現。この事業には北里柴
三郎の父惟信も関与
→但し、その後の県政の方針転換のため川浚えの必要経費が調達できず、のち通舟事業は断絶【禿 】
▽ 幕末維新期、「産物融通」を目指した積極的な通舟事業が展開。それは新時代を見据えた地域経済の

挑戦

おわりに―近世から近代へ―
◇ 本講演のまとめ

・ 中世的物流構造の達成上に設定された近世「五か町」。近世前期の河川改修事業によって熊本藩領の河川
舟運は発展し、大坂米市場移出用の高品質年貢米輸送にも重要な役割を果たす

・ 近世中期以降の官民協同の殖産政策の結果、豊富な産物が生まれると、その市場への販路として河川舟運
は最重要視。幕末維新期には、近世領主支配の枠組みをこえた「産物融通」を目指して、多くの通舟事業
が実施

◇ 近代に継承された河川舟運の重要性

・ 近代でも河川舟運の重要性は失われず。明治政府は殖産興業政策にあたり内陸水運の充実を目指す【増田
】

→欧米視察で運河の重要性を認識した大久保利通。全国各地で河川舟運が発展し、鉄道との緊密な連携も
展開

・ 熊本でも、 世紀末まで坪井川・菊池川・緑川の河口港が、物流・交易の最大拠点として機能【中村 】。
舟運が発展した上下松求麻村（八代郡）では、昭和期でも「本村より球磨川を奪へば後に何も残らず」と
断言
▽ 長期にわたり物流・交易を支え続けた河川舟運。そして新時代を先取りしていた熊本藩の地域経済
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熊本県教育委員会編『熊本県歴史の道調査―球磨川水運―』（同委員会、 年） 頁。
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